


「 ヤナギラン 」

初夏　雲がたなびく　高原の　草の中にいると
時間が　ゆっくり　流れていくようだ
風が吹いて　駆けていく
短い夏が　駆け足で行くのを　追いかけているようだ

この日　ヤナギランの群生に　出会う
7月から8月にかけて　薄紅色の　優しい花色で　あたりを染める
ゆったりと　染めあげている
草原の一角が　柔らかい色で　おおわれているようだ
ほんの１ｍほどの　背たけで　スッと立ちつくす　ヤナギラン

ガサガサと　また風が吹きはじめ
ヤナギランを　根元から揺らした
前後に　左右に　ゆれる花姿が　美しい
風が去った後も　まだ少しゆれている

気もちが　穏やかになって
固いものも　ほぐれていくようで
いつしか　顔も　ほころんでいく

その花の　かもし出す　力のようなものが　あるようだ
人もまた　そのようなものが　与えられているのだろうか
周囲に　清らかな　美しいものを残す　存在でありたい

神のみ前では　隠れた被造物は　ひとつもなく

すべてのものが　神の目には　裸であり

さらけ出されているのです
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